
夢に向かってチャレンジする

人づくりをめざして

令和２年度の県教育委員会の施策については、県教育委員会ホームページの「令和２年度教育施策の概要」をご覧ください。

https://www.pref.kagawa.lg.jp/kenkyoui/somu/budget.html
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●就学前教育の充実●英語教育の充実

●いじめ・不登校等対策の推進

●スクールサポートスタッフ、部活動指導員配置の支援

　香川県就学前教育振興指針を踏

まえ、幼稚園教諭・保育士・保育教

諭に対する研修の充実や一元化を

進めるとともに、幼児教育スーパー

バイザー派遣による指導助言など

就学前教育の充実を図ります。

ジュニア選手の発掘および
トップアスリートの育成・支援
　東京オリンピック出場選手等が活躍できる

よう支援するとともに、国際大会で活躍でき

る選手を輩出するため、豊かなスポーツの

素質を持つ小・中学生の発掘・育成や、将来

性豊かな中・高校生指定選手の育成・強化の

支援等に引き続き取り組みます。

●プログラミング教育の実施
　小学校では、プログラミング教育が始まります。教員研修や学校への

情報提供などを通じて、プログラミング教育の充実を図ります。

　小学校５、６年生では、英語が教科となります。小・中学校の英語教育の円滑

な接続により、児童生徒の英語力の向上に取り組みます。中学２年生を対象に

スピーキングテストを実施し、その結果を踏まえた授業改善を進めます。

　いじめや暴力行為等の問題行動、不登校やネット・ゲーム依存の未然防止、早期発見、早期対応を図るため、一人ひ

とりに対して共感的、積極的なかかわりを持つ指導に努めるとともに、児童生徒の自発的な取組みを支援します。

　スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの効果的な活用や、学校、家庭、地域、関係機関が一つの

チームとなって課題解決を図る体制づくりに取り組みます。

　教職員の働き方改革を推進し、教員の業務支援を行うスクールサポートスタッフや部活動指導員を配置する市町

に支援を行うことで、教員が子どもの指導や教材研究により専念できる体制や部活動指導体制の充実を図ります。

　香川のすべての子どもたちが「ここで学びたい」と思える高校づくり

を推進するために策定した、「魅力あふれる県立高校推進ビジョン」に基

づく各施策の実施に向け、準備を進めていきます（詳細は次ページ）。

　語学力、コミュニケーション能力、国際的な視野などを身につけたグ

ローバル人材を育成するため、県立高校において海外との交流事業を行

うとともに、高校生の留学を支援します。

　民間事業者等が実施する英語の資格・検定試験を

活用し、県立高校生の「聞く」「読む」「話す」「書く」の

英語4技能の育成を図ります。

●特別支援学校生徒の就労を支援
　特別支援学校の卒業生を香川県教育委員会の会計年度任用職

員として一定期間雇用し、業務経験の積み重ねによるスキルアッ

プの機会を提供することで、一般企業等への就職を支援します。

●小豆地域における特別支援学校の整備
　小豆地域における特別支援学校の整備に向けて、実施設計

や造成工事を進めます。

●家庭・地域の教育力向上
　幼児・児童に加え、思春期の子どもを持つ保護者に対し、望

ましい関わり方を促す取組みを行います。

　さらに、幼児等の保護者に対し、ネット・ゲーム依存の基本

的な知識について理解を図り、家庭でのスマートフォン等の

利用について考える機会を提供します。

　また、社会教育士を養成するとともに、地域学校協働活動に

関わる人材のネットワーク化を図ります。

●魅力ある高校づくりの推進

●グローバル人材育成の推進

●県立高校英語教育の充実

　教員に代わって部活動の指導や学校外への引率

を行う部活動指導員を配置します。

●部活動指導員の配置

令和２年度の主な取組み

香川県教育委員会では、子どもたちの夢と笑顔を大切

にする香川の教育を推進し、学校、家庭、地域と連携し

ながら、「夢に向かってチャレンジする人づくり」をめざ

した取組みを進めています。

小学校において、

新学習指導要領が

全面実施と

なります。


